
昨
年
の
佐
賀
祭
典
は
大
成

功
で
し
た
が
、
佐
賀
と
言

え
ば
、
影
の
薄
さ
は
全
国

一
と
ま
で
言
わ
れ
、
そ
れ

故
に
佐
賀
県
の
キ
ャ
チ
コ

ピ
ー
は
「
佐
賀
を
さ
が
そ

う
！
」
で
し
た
。
う
た
ご

え
人
口
は
36
人
し
か
い
な

か
っ
た
、
と
い
う
の
が
佐

賀
県
の
実
情
で
、
祭
典
候

補
県
に
な
っ
た
時
は
、
無

理
と
言
う
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆

が
手
を
合
わ
せ
れ
ば
、
必

ず
成
功
で
き
る
の
信
念
の

も
と
、
佐
賀
ア
リ
ー
ナ
を

満
杯
に
し
、
企
画
、

組
織
面
で
も
大
成
功

さ
せ
た
こ
と
は
、
と

て
も
素
晴
ら
し
い
と

感
心
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
佐
賀
の
人
達

の
奮
闘
と
、
九
州
の

う
た
ご
え
仲
間
の
支

援
、
そ
し
て
、
全
国

の
支
援
が
あ
っ
て
祭

典
を
大
成
功
に
導
い

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

う
た
ご
え
の
素
晴
ら
し
さ

で
あ
り
、
熱
い
想
い
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
神
戸·

ひ
ょ
う

ご
祭
典
で
す
、
企
画
も
決

ま
り
、
大
音
楽
会
は
完
成

し
た
ば
か
り
の
、
港
に
で

き
た
「
ジ
・
ラ
イ
オ
ン
ア

リ
ー
ナ
神
戸
」
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
私
た
ち
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
３
月
30
日
に

Ｇ
Ｙ
Ｃ
の
コ
ン
サ
ー
ト(

ア

プ
リ
コ
小
ホ
ー
ル)

、
４
月

12
日
に
は
、
あ
じ
さ
い
コ
ー

ラ
ス
40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト(

大
田
区
民
プ
ラ
ザ)

５

月
10
日
は
、
し
な
が
わ
コ
ー

ラ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
34
周
年
コ

ン
サ
ー
ト(

ス
ク
エ
ア
荏
原

ひ
ら
つ
か
ホ
ー
ル)

、
続
い

て
５
月
17
日
は
南
部
合
唱

団
の
音
楽
会(

大
田
区
民
プ

ラ
ザ)

と
、
コ
ン
サ
ー
ト
が

目
白
押
し
で
す
。
各
団
体

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
べ
て

成
功
さ
せ
る
べ
く
、
南
部

の
う
た
ご
え
協
議

会
と
し
て
、
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
、
メ
ー

デ
ー
、
憲
法
集
会
、

平
和
行
進
な
ど
、

催
し
が
、
続
く
中

で
の
南
部
合
唱
団

の
音
楽
会
、
団
員

一
同
奮
闘
中
で
す
。

今
世
界
は
、
核
兵

器
の
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
、
日
本
は
と
言
え
ば

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
で
、

ま
す
ま
す
軍
国
化
が
進
み
、

戦
争
の
準
備
を
し
て
い
る

状
態
で
す
。
人
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
り
、

世
界
が
平
和
に
な
る

こ
と
を
ね
が
い
、
今

回
の
音
楽
会
は
そ
ん

な
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
て
、
タ
イ
ト
ル
を

"

ね
が
い"

と
し
ま
し
た
。

友
の
会
の
皆
様
の
ご
来
場

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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By ゆきもと

熱い想いを音楽会
に繋げよう！

団長 加山 忠

音楽会の曲目プチ解

説

テナー 小島 啓介

『ねがい』
作詞作曲 小島 啓介

編曲 赤堀 文雄

この曲は、1991年

開催の南部合唱団の

音楽会のために創作

されたものです。一

緒に創作されたのは

小森香子さん作詞の

「樹があるかぎり」、

こちらも作曲：小島

啓介、編曲：赤堀

文雄さんである。

当時団員だった小

野寺美穂さん（現宮

城県名取市議）と一

緒に赤堀さんに和声

学を習う前だったの

で、これらの曲を作

曲したとはいっても

メロディーメイクし

ただけで、後はこの

部分はこんな感じ、

あの部分はあんな感

じ・・・と口伝え。

そして出来上がった

のは”高下駄を履か

せてもらった編曲”

の「ねがい」「樹が

あるかぎり」であっ

た 。 特 に 今 回 歌 う

「ねがい」は、昨今

のエコロジーを歌う

のに向いている・・・っ

ということで1991年

以降歌うのは２回目

だ。しかし「高下駄」

の桁下はあまりに高

く（難しい編曲・・・）、

「この下駄、履きこ

なせるのか？」と密

かに作曲者は危惧し

ているが、みんなの

頑張りで音楽会のタ

イトル曲をしっかり

仕上げて欲しい・・・っ

とは、作詞者の「ね

がい」である。


